
【学校教育目標】自ら学び、豊かな人間性と強健な体力を備え、時代を生き抜く生徒の育成 

 

 

 

日本センチュリー交響楽団コンサート「獺祭 Presents～音楽の贈り物～」 

 1 月 19 日（金）午後、日本センチュリー交響楽団によるコンサートが、本校の講堂にて開催されました。 

 日本センチュリー交響楽団は、1989 年に創立し、大阪府豊中市を拠点に活動しているプロのオーケスト

ラで、今年 12 月に楽団創立 35 周年を迎えられます。年間 100 公演以上のコンサートを開催され、クラ

シック音楽だけではなく、今回のような学校での音楽鑑賞会や、映画音楽のコンサートやポップスアーティ

ストとの共演など、様々なジャンルのコンサートに取り組んでおられます。 

 この度は、指揮者の方を含めて 59 名の演奏家の方にお越しいただきました。生徒たちは、最初の曲の出

だしからプロの演奏の迫力に圧倒されていました。あっという間の 90 分間でしたが、本校の講堂に響き渡

る美しい音色に、終始会場は魅了されていました。生徒及び参加された保護者の皆様にとっても、本物の音

楽に触れる貴重な機会であったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の感想より＞  ※素晴らしい感想がたくさんありましたので、一部ですが紹介します。  
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３名の希望生徒が、プロの交

響楽団の指揮台に立ち、指揮

者体験を行いました。一生の

思い出に残りますね。 

・日頃ネットなどで見るスマホから出る音とは違って、大きく迫力があり、すごく立体感がある音でした。（１年） 

・音楽が好きなので、演奏が聞けると聞いてすごくうれしかったです。生で聞いて、いつもの CD とかの音楽とちがっ

て、迫力とか、空気が揺れた感じや振動が伝わってきて、いつもでは味わえない貴重な体験ができました。（１年）  

・指揮者をしたとき、とても緊張しました。実際にすることで、みんなを団結させること、リズム・テンポを正しく行

うことの大変さが分かりました。（１年）  

・一番驚いたのは、全てがおわったときに、同じ楽器の人同士でおじぎをしていて、こういう小さな行動によって深い

絆を感じられるんだなと思いました。（２年）  

・演奏にどんどんのめり込んでいってしまい、目を見開いて、まばたきもし忘れていました。交響楽団の方のおかげで

クラシックに興味がわいたので、他にも聞いてみたいです。（２年）  

・今回、プロの演奏が生で聞けたことに感動しています。私も、日本センチュリー交響楽団の方を目標に、部活で練習

を重ねて、今よりもっと上手になりたいと思いました。今回の演奏会で、改めて練習を頑張ろうと思えるきっかけにな

ったし、勇気ももらえました。本当に聞けて良かったです。（２年）  

・最後の「ふるさと」では、演奏を聞きながら家族の事を思い、とても感動して涙が出るほどでした。（３年）  

・一つの楽器だけでも工夫をすることで演奏される曲に合った音色を出せ、雄大さが出せるということも分かりまし

た。改めて、周りの人と協力することの大切さや、協力することによって得ることができる結果の尊さについて知るこ

とができました。（３年） 

お礼の言葉では、生徒会副会長さんが、

「日本センチュリーの方々の演奏のよう

に、これから私たち生徒も一致団結して

頑張りたい」と力強い言葉を発してくれ

ました。 



学校評価アンケート（後期）の結果より 

 昨年１２月に実施した学校評価アンケートの結果について報告します。前期と後期を比較・分析して得られた

本結果を、来年度の本校の教育活動の充実や教職員の指導力向上に役立てていきたいと思います。 

 なお、詳細につきましては、本校のＨＰへアップしますのでご覧ください。 

※数値は左から ４：あてはまる ３：おおむねあてはまる ２：あまりあてはまらない １：あてはまらない 

生徒へのアンケート結果から  

【成果】 

○ 質問項目１「学校が楽しい」に対する回答の肯定率が全校で 93％となって

おり、前回よりも５ポイント上昇しています。各学年別に見ても、すべての学年

で肯定率が上昇しているのは大変望ましい傾向ですが、この数値が 100％とな

るよう、今後も取り組んでまいります。（→） 

 

 

○ 質問項目 15「先生は、私の相談や悩みを真剣に聞いてくれる」では、全学年

で肯定率が上がっています。個々の悩みをもつ生徒への対応は、引き続きの課題

でもあります。今後も数値が上昇するよう、時間の確保に努めてまいります。（←） 

 

【課題】 

● 質問項目４「私は、授業がよくわかる」の肯定率が、３年生を除いて下降し

ています。内容的に難しくなってきたからか、特に１年生の下降幅が大きいの

が気になります。一方で、質問項目３「私は、授業を意欲的に受けている」に関

しては、前期とほぼ変わりありません。学習意欲の大幅な減退はありませんが、

分からないと答える生徒が増えていることに対し、危機感をもって手立てを考

えていきたいと思います。（→） 

 

● 質問項目 14「メディアの使用について」は、全学年で肯定率が下がっています。また、下がり幅が非常に大きいことが気

になります。メディアの利用時間や利用方法については、学習時間や SNS トラブルなどの生徒指導事案に係る他の項目とも

相関関係があると思われます。今一度、それぞれの立場ができる具体的な手立てを考えていかなければならないと感じます。 

保護者へのアンケート結果から  

【成果】 

○ 質問項目２「将来の目標を持っている」について、３年生は進路に直面

している影響もあってか、肯定率が７ポイント上昇しています。３年保護者

の方の肯定率に関しては、同項目で 21 ポイントの上昇が見られ、各家庭で

お子さんと一緒に将来に向き合っておられる様子がうかがえます。（→） 

 

○ 質問項目９「学校は、生徒との対話の時間を確保している」について、全体の肯定率が上昇しています。まだまだ十分な

対話時間があるとは言えない状況ですが、生徒との対話をこれまで以上に大切にしていきたいと思います。  

 

○ 質問項目 13「学校は、家庭や地域との連携に努めている」では、全体的

に肯定率の上昇が見られます。学校だよりの発行を増やしたり HP を更新し

たりして学校の情報を発信しておりますが、今後も各担任や部活動担当など

を通じて、各ご家庭との連携に努めてまいりたいと思います。（→） 
 

【課題】 

● 質問項目７「メディアの使用」に関しては、「ルールを決めて守っている

か」の問いに対する回答の肯定率が、すべての学年で大きく下降しているこ

とが分かります。今回のアンケート結果で最も下がり幅の大きい項目であ

り、約半数が「課題がある」と捉えておられるようです。生徒の結果も同様

の傾向であったため、これを機に、各ご家庭においても今一度、ルール決め

や使用内容などについて話し合ってみてはいかがでしょうか。 

２月の主な行事予定  

 １（木）  専門委員会（２月行事予定表から変更） 

 ２（金）  2年ｸﾞﾛｰｲﾝｸﾞ･ﾊｰﾄ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

 ６（火）  1年働く人に学ぶ会  

 ７（水）  公立高校推薦入試  

 ９（金）  1年ｸﾞﾛｰｲﾝｸﾞ･ﾊｰﾄ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

      2年立志式  

１６（金）  生徒集会  

１９（月）  テスト発表  

２６（月）  学年末テスト１日目（1･2年）  

２７（火）  学年末テスト２日目（  〃  ）  

      3年直前テスト  

※  2月の総下校は17:30です。  



 


